
 

2025 年度 科目名 特別支援教育特論（１） 

英語名 Advanced Seminar on Special Needs Education（Ⅰ） 

科目属性 専門科目Ｂ群 

担当教員 千田 光久 

単位数 ２単位（SC 0.5 単位） 

【授業の目的・ねらい】 

【授業概要】 

我が国の障害のある子供の教育に関する歴史及び世界の障害のある子供の教育の現状について学ぶとともに、

我が国のインクルージョン教育をどのように推進していくべきかを考察していく。考察の過程においては交流及び共同

学習、ユニバーサルデザイン授業、合理的配慮など幅広い視点で学習し、障害のある子供もない子供も共に学

び、共に生きていく共生について自己の教育観、人生観を深め、教育現場等で実践に活かすことができる人材の

育成を目的とする。 

 

【授業の到達目標】 

１．我が国の障害のある子供の歴史的処遇及び世界の障害のある子供の教育の現状を理解する。 

２.  特殊教育から特別支援教育への転換を理解し、我が国のインクルージョン教育推進について教育現場を見

据えて、現実的な考察ができ、具体的に教育現場へ活用することができる。 

３．一連の本講義を通して共に学ぶ教育、共に生きるという共生について自己の教育観、人生観を深め、自己

の考えを教育現場等で実践に活かすことができる。 

【授業計画】 

１．特別支援教育体制の概要について（第１回～第３回） 

①障害のある子供に対する処遇の歴史と特殊教育体制について 

②特殊教育から特別支援教育に体制が変わったことの特徴的なポイントについて 

③特別支援教育の本質についての考察 

２．インクルージョン教育の視点を踏まえた特別支援教育の在り方（第４回～第７回） 

 ④インクルージョン教育について 

⑤インクルージョン教育の世界的な動向について  

⑥インクルージョン教育を実践するための具体的な方策について  

⑦明治以降の日本の教育制度の中でインクルージョン教育を定着させるための考察 

３．インクルージョン教育の推進における交流及び共同学習の在り方（第８回～第１０回） 

 ⑧交流及び共同学習の歴史について 

⑨交流及び共同学習の現状と課題について 

⑩インクルージョン教育の推進における交流及び共同学習の今後の充実についての考察 

４．インクルージョン教育の推進におけるユニバーサルデザイン授業の在り方（第１１回～第１２回） 

 ⑪ユニバーサルデザイン授業の特徴、現状と課題について 

 ⑫インクルージョン教育の推進におけるユニバーサルデザイン授業の意義についての考察 

５．インクルージョン教育の推進における合理的配慮の在り方について（第１３回～第１５回） 

⑬教育における障害のある子供の合理的配慮の現状と課題について 

⑭国や自治体における障害者の差別解消の現状と課題について 

⑮インクルージョン教育の推進における合理的配慮、障害者差別解消についての考察 



 

科目修得試験  

【評価方法】 

評価については、スクーリング評価（25％）、レポート評価（25％）、科目修得試験（50％）を総合しての

評価となる。 
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